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(3) 1910 年にはエジンバラで世界宣教会議 (World Christian Conference) が開かれ、全教派の一致協力に関す
　る具体案が討議された。まず各国に諸教派協力のための機関を作ることが決議され、そのための委員会
　”The Continuation Committee of the Edinburgh Conference” がつくられ、John R. Mott がその委員長となった。
（4) 山本澄子『中国キリスト教史研究』、近代中国研究委員会、1972 年、272 頁。
（5) 公理会は American Board of Commissioners for Foreign Missions である。
（6) 沈、前掲書、７頁。








































































(16) 黒田四郎『私の賀川豊彦の研究』、キリスト新聞社、1983 年、296 － 305 頁。
(17) 浜田直也「孫文と賀川豊彦― 1920 年の上海での会談をめぐって」『孫文研究』2001 年 7 月、19 頁。






















































































































































(29) 沈、『呉耀宗小伝』、44 － 45 頁。



































（Xu Yi Meng 　関西学院大学大学院神学研究科博士後期課程）　
(31) 沈、『呉耀宗小伝』、48 頁
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